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最近の研究成果から

研
究
の
目
的

　
「
就
職
氷
河
期
世
代
」
と
い
わ
れ
る
現
在

の
三
〇
代
の
現
在
の
仕
事
と
生
活
に
つ
い
て

明
ら
か
に
す
る
。

研
究
の
方
法

　

エ
リ
ア
サ
ン
プ
リ
ン
グ
に
て
、
東
京
都
の

三
〇
代
二
〇
〇
〇
人
に
対
し
て
、
質
問
紙
調

査
を
実
施
（
二
〇
一
一
年
七
月
～
一
〇
月
）。

主
な
事
実
発
見

〈
第
一
章
〉　

離
学
直
後
の
就
業
状
況
は
、
学

歴
お
よ
び
離
学
時
期
（
就
職
活
動
時
期
）
の

景
気
の
影
響
を
強
く
受
け
る
。

　

離
学
直
後
に
無
業
や
非
典
型
雇
用
で
あ
っ

た
場
合
、
三
〇
歳
代
に
は
男
性
の
七
割
程
度
、

女
性
の
約
半
数
が
少
な
く
と
も
一
旦
は
正
社

員
に
な
っ
て
い
た
。
正
社
員
へ
の
移
行
の
時

期
は
離
学
か
ら
三
年
以
内
の
者
が
半
数
を
占

め
る
。
不
況
時
に
離
学
し
た
男
性
で
は
後
の

景
気
回
復
期
に
正
社
員
へ
の
移
行
が
起
こ
り

易
い
が
、
離
学
か
ら
の
時
間
が
長
い
と
起
こ

り
に
く
い
。
ま
た
学
歴
が
高
い
ほ
ど
移
行
す

る
比
率
は
高
い
。

　
「
正
社
員
定
着
」と「
他
形
態
か
ら
正
社
員
」

を
比
較
す
る
と
、
前
者
は
大
企
業
勤
務
が
多

く
、
平
均
月
収
が
高
く
、
ま
た
社
会
保
険
や

労
働
組
合
へ
の
加
入
率
が
高
い
。
収
入
差
は

二
〇
歳
代
の
頃
よ
り
広
が
っ
て
い
た
。
二
〇

歳
代
の
調
査
で
は
「
他
形
態
か
ら
正
社
員
」

型
に
お
い
て
非
典
型
雇
用
経
験
を
評
価
す
る

傾
向
が
み
ら
れ
た
が
、
本
調
査
で
「
生
活
へ

の
満
足
感
」
の
違
い
を
み
る
と
「
他
形
態
か

ら
正
社
員
」
の
ほ
う
が
有
意
に
低
か
っ
た
。

一
旦
正
社
員
に
な
っ
て
も
ま
た
非
典
型
雇
用

に
戻
る
な
ど
こ
の
間
を
行
き
来
す
る
ケ
ー
ス

も
少
な
く
な
く
、
非
典
型
雇
用
と
正
社
員
と

の
間
の
壁
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
は
な
い
が
、
生

活
へ
の
満
足
感
の
得
ら
れ
る
正
社
員
と
の
間

に
は
壁
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

　

過
去
の｢

ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
調
査｣

と
接

続
し
て
疑
似
パ
ネ
ル
と
し
、
現
在
三
〇
歳
代

後
半
で
あ
る
Ａ
世
代
、
同
前
半
で
あ
る
Ｂ
世

代
の
職
業
キ
ャ
リ
ア
が
、
現
在
二
〇
歳
代
後

半
で
あ
る
Ｃ
世
代
、
同
前
半
で
あ
る
Ｄ
世
代

に
も
踏
襲
さ
れ
る
の
か
を
検
討
す
る
と
、
無

業
・
非
典
型
雇
用
か
ら
正
社
員
へ
の
移
行
に

つ
い
て
は
、
Ｃ
世
代
、
Ｄ
世
代
の
ほ
う
が
二

〇
歳
代
前
半
で
の
移
行
が
進
ん
で
い
な
い
が
、

Ｂ
世
代
が
三
〇
歳
代
に
か
か
る
と
き
に
景
気

拡
大
が
あ
り
移
行
率
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

仕
事
上
の
「
強
み
」
に
つ
い
て
は
、
も
と

も
と
ス
キ
ル
・
資
格
志
向
が
高
い
世
代
で
あ

っ
た
が
、
現
在
の
二
〇
代
に
比
べ
て
年
齢
や

経
験
を
重
ね
「
自
負
」
を
持
つ
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
る
。
特
に
正
社
員
転
職
経
験
が
あ

る
者
で
、
ス
キ
ル
・
資
格
に
つ
い
て
の
自
信

が
う
か
が
え
る
。

〈
第
二
章
〉　
「
フ
リ
ー
タ
ー
」
か
ら
正
社
員

へ
の
移
行
が
進
ん
で
お
り
、正
社
員
の「
質
」

と
い
う
点
で
は
課
題
が
あ
る
も
の
の
、
全
体

と
し
て
は
三
〇
代
を
む
か
え
て
社
会
の
中
で

そ
れ
ぞ
れ
居
場
所
を
確
保
し
つ
つ
あ
る
。
し

か
し
全
体
と
し
て
大
勢
を
占
め
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
正
社
員
を
希
望
し
て
い
る
が
非
典

型
雇
用
者
の
状
況
に
あ
る
者
も
存
在
し
て
い

る
。

〈
第
三
章
〉　

過
去
の
「
フ
リ
ー
タ
ー
」
か
ら

正
社
員
へ
の
移
行
経
路
を
見
る
と
、
若
い
と

き
に
は
周
囲
の
紹
介
や
非
典
型
雇
用
か
ら
の

登
用
、
学
校
か
ら
の
紹
介
が
多
か
っ
た
が
、

近
年
移
行
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
数
は
少
な

い
も
の
の
公
的
機
関
利
用
の
割
合
が
高
い
。

　

現
在
の
二
〇
代
世
代
は
、「
就
職
氷
河
期
」

と
呼
ば
れ
た
三
〇
代
世
代
よ
り
も
、
フ
リ
ー

タ
ー
率
が
高
い
。
二
〇
代
の
時
に
は
フ
リ
ー

タ
ー
共
感
度
が
高
い
世
代
で
あ
っ
た
が
、
全

体
と
し
て
は
、
三
〇
代
に
な
っ
て
安
定
を
好

み
か
つ
現
状
を
肯
定
す
る
方
向
の
変
化
を
捉

え
る
こ
と
で
き
る
。
他
方
で
か
つ
て
は
フ
リ

ー
タ
ー
と
非
フ
リ
ー
タ
ー
の
意
識
は
そ
れ
ほ

ど
大
き
く
異
な
ら
な
か
っ
た
が
、
特
に
男
性

無
業
者
や
男
性
非
典
型
雇
用
者
に
お
い
て
は

自
ら
の
仕
事
や
生
活
に
対
し
て
否
定
的
に
な

っ
て
お
り
、
三
〇
代
に
お
け
る
意
識
の
差
異

の
拡
大
が
見
出
さ
れ
る
。
二
〇
代
で
は
あ
ま

り
明
確
で
は
な
か
っ
た
就
業
形
態
に
よ
る
差

異
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
。

〈
第
四
章
〉　

過
去
の
相
談
経
験
、
具
体
的
に

は
学
卒
（
中
退
）
前
に
卒
業
（
中
退
）
後
の

こ
と
に
つ
い
て
相
談
し
た
経
験
は
、
そ
れ
か

ら
時
間
が
経
過
し
た
、
現
時
点
の
相
談
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
あ
り
方
に
も
影
響
を
与
え
て
い

る
可
能
性
が
見
出
さ
れ
た
（
図
表
１
参
照
）。

そ
し
て
、
部
分
的
な
い
し
間
接
的
な
つ
な
が

り
に
す
ぎ
な
い
可
能
性
は
残
る
も
の
の
、
特

に
学
卒
時
に
正
社
員
・
公
務
員
に
な
れ
な
か

っ
た
人
に
関
し
て
、
学
卒
前
の
相
談
経
験
が
、

そ
の
後
の
キ
ャ
リ
ア
に
お
け
る
正
社
員
化
に
、

何
ら
か
の
形
で
つ
な
が
っ
て
い
る
可
能
性
も

確
認
さ
れ
た
。
人
に
自
分
の
こ
れ
か
ら
に
つ

い
て
相
談
す
る
と
い
う
経
験
は
、
そ
の
時
点

に
だ
け
意
味
を
も
つ
も
の
で
は
な
く
、
時
間

の
経
過
を
経
て
も
一
定
の
効
果
を
持
続
的
に

及
ぼ
す
可
能
性
を
有
し
て
い
る
（
図
表
２
参

照
）。 

〈
第
五
章
〉　

雇
用
問
題
が
「
個
人
の
問
題
」

と
し
て
認
知
さ
れ
る
状
態
よ
り
も
、「
社
会
の

問
題
」
と
し
て
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
要

因
と
し
て
、
第
一
に
、「
当
事
者
性
」
が
挙
げ

ら
れ
る
。
第
二
に
、
自
分
自
身
が
仕
事
を
す

る
上
で
の
何
ら
か
の
「
強
み
」
を
持
っ
て
い

る
と
自
認
し
て
い
る
場
合
、
社
会
全
般
の
雇

用
問
題
に
つ
い
て
も
、
自
身
が
実
際
に
仕
事

を
す
る
中
で
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
問
題
認

大
都
市
に
お
け
る
30
代
の
働
き
方
と
意
識

―
―「
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
調
査
」に
よ
る
20
代
と
の
比
較
か
ら

<

労
働
政
策
研
究
報
告
書
№
１
５
４>

最近の
研究成果から



Business Labor Trend 2013.10

27

最近の研究成果から

知
は
高
ま
る
。
逆
に
「
強
み
」
の
自
認
が
な

く
、「
努
力
主
義
」
に
対
し
て
も
否
定
的
で
あ

る
場
合
、
問
題
認
知
は
弱
ま
る
。
第
三
に
、

社
会
全
般
の
雇
用
問
題
に
関
す
る
認
知
と
、

自
分
自
身
の
仕
事
経
験
上
の
問
題
認
知
と
の

間
に
は
、
プ
ラ
ス
の
相
関
が
見
ら
れ
る
。
第

四
に
、
現
在
の
仕
事
上
の
問
題
を
構
成
す
る

主
た
る
要
素
と
し
て
、職
場
の【
労
働
条
件
】

の
劣
悪
さ
、【
権
力
構
造
】
の
不
合
理
さ
、【
ル

ー
ル
】
の
不
明
確
さ
と
い
う
三
点
が
見
出
さ

れ
、
こ
れ
ら
は
相
互
に
悪
循
環
を
形
成
し
て

い
る
。

政
策
的
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（
１
） 「
取
り
残
さ
れ
た
」
三
〇
代
と
、
よ
り

狭
隘
化
し
た
労
働
市
場
を
生
き
る
二

〇
代
に
対
す
る
、
政
策
的
支
援
の
拡

充

（
２
） 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
高
校
・
大
学
の
連

携
を
通
じ
て
、
多
様
な
移
行
経
路
の

明
示
と
、
企
業
情
報
の
開
示
の
拡
大

を
は
か
る
（
特
に
就
業
環
境
や
早
期

離
職
に
つ
い
て
）

（
３
） 

在
学
中
に
お
け
る
相
談
機
会
を
充
実

さ
せ
る
（
特
に
卒
業
時
に
非
典
型
雇

用
に
な
る
場
合
）

（
４
） 

定
点
観
測
調
査
の
必
要
性

政
策
へ
の
貢
献

　

若
者
就
業
支
援
政
策
の
基
礎
的
デ
ー
タ
と

し
て
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。

本
報
告
書
の
構
成

序　

章 

問
題
意
識
と
調
査
の
概
要
（
堀
有

喜
衣
）

第
１
章 

三
〇
歳
代
の
職
業
キ
ュ
ア
リ
ア
の

概
観
（
小
杉
礼
子
）

第
２
章 

三
〇
歳
代
の
能
力
形
成
の
特
徴
と

「
フ
リ
ー
タ
ー
」か
ら
の
離
脱（
堀

有
喜
衣
）

第
３
章 
大
都
市
に
お
け
る
三
〇
歳
代
の
仕

事
お
よ
び
生
活
に
対
す
る
意
識

（
喜
始
照
宣
）

第
４
章 

三
〇
歳
代
の
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
様
相
―
現
在
と
過
去
（
久
木
元

真
吾
）

第
５
章 

雇
用
・
仕
事
に
関
す
る
問
題
認
知

に
影
響
す
る
要
因
（
本
田
由
紀
）

図表１　学卒前の相談経験と、今の自分の仕事や働き方についての
　　　　悩みの相談チャンネル数の関連（30～39歳、相談相手＝学校の先生）

図表２　学卒前の相談経験と、これからの生き方や働き方についての
　　　　悩みの相談チャンネル数の関連（30～39歳、相談相手＝学校の先生） 

（男） 学卒前にその後のことを学校の先生
に相談した

チャンネル数 yes no

0 3.8％ 11.4％

1 53.8％ 44.0％

2 23.1％ 28.0％

3 7.7％ 15.4％

4 11.5％ 1.1％

平均チャンネル数 1.69　 1.51　

n（人） 26　 175　

（男） 学卒前にその後のことを学校の先生
に相談した

チャンネル数 yes no

0 3.8％ 14.8％

1 46.2％ 44.9％

2 30.8％ 32.4％

3 11.5％ 5.7％

4 7.7％ 2.3％

平均チャンネル数 1.73　 1.36　

n（人） 26　 176　

（女） 学卒前にその後のことを学校の先生
に相談した

チャンネル数 yes no

0 0.0％ 9.0％

1 34.2％ 41.3％

2 28.9％ 28.6％

3 26.3％ 20.6％

4 10.5％ 0.5％

平均チャンネル数 2.13　 1.62　

n（人） 38　 189　

（女） 学卒前にその後のことを学校の先生
に相談した

チャンネル数 yes no

0 0.0％ 9.9％

1 40.5％ 44.1％

2 31.0％ 33.3％

3 21.4％ 11.7％

4 7.1％ 0.9％

平均チャンネル数 1.95　 1.50　

n（人） 42　 213　


